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	〈第17回研究会報告〉
	1. 現代世界における「対話」の必要性から──「新たな対話的探求の論理」を構築する必要性とは何であるか。
	2. 「対話」が内包する相対性──相対主義と自己相対化
	3. 個人の内的な対話か、具体的な他者との対話か。また、個人間の対話、共同体間の対話、文化間ないし宗教間の対話は、対�
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	5. 「最終的な答えを与えず、相違を守りながら、共生の可能性を探る」という対話の態度。
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